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現在、A群溶血性レンサ球菌咽頭炎・伝染性紅斑流行が見られている疾患はありません。

小
流
行
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現在、インフルエンザの小流行が続いています。
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インフルエンザの流行に備えましょう
季節性インフルエンザは流行性があり、いったん流行が始まると、短期間に多くの人へ感染が拡がります。

日本では、例年12月～3月が流行シーズンとされています。早めの対策を心掛けましょう。

① 流行前のワクチン接種

インフルエンザワクチンは、感染後に発症する可能性を低減させる効果と、発症した場合の重症化防止に有効と報告

されています。

② 飛沫感染対策としての咳エチケット
インフルエンザの主な感染経路は咳やくしゃみの際に口から発生される小さな水滴（飛沫）による飛沫感染です。

咳やくしゃみを他の人に向けて発しない、また、咳やくしゃみなどが出るときはできるだけマスクをするなど、

普段から咳エチケットを心がけてください。

③ 外出後の手洗い等
流水・石鹸による手洗いは、手指など体についたインフルエンザウイルスを物理的に除去するために有効な方法

であり、インフルエンザに限らず接触や飛沫感染などを感染経路とする感染症の対策の基本です。また、インフル

エンザウイルスはアルコールによる消毒も有効であるため、アルコール製剤による手指衛生も効果があります。

④ 適度な湿度の保持
乾燥しやすい室内では、加湿器などを使って適切な湿度（50～60％）を保つことが有効です。


